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江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。

「出前体験事業」のボランティアさんを募集「出前体験事業」のボランティアさんを募集

　当センターでは江戸川区福祉ボランティア団体協議会と共催で、区内小・中学校等
で出前体験事業を実施しています。次のとおり、ボランティアを募集します。資格など
は必要ありませんので、ぜひご参加ください。まずは見学から始めてみませんか。興味
のある方は、下記にご連絡ください。

＜体験事業の内容＞
　障がいをお持ちの方のお話、生活便利グッズの紹介、車いす体験、ガイドヘルプ体験、
手話体験、視覚障がい者の疑似体験

＜募集するボランティア＞
○体験事業でのお話
　車いす利用の方や視覚・聴覚の障がいをお持ちの方で、ご自身の実体験や誰もが
住みやすい地域社会の実現に向けての思いをお話しいただける方

○運営スタッフ
　体育館等での体験事業の準備、体験中の補助、終了後の後片付けをしてくれる方

＜参加者の感想＞
▶耳が聞こえない人は、見た目ではわからないが、何か困っている様子の方がいたら
声をかけてみようと思った。

▶手話、筆談、指文字、口話、ジェスチャーなどたくさんあるということが分かったので
自分にもできそうなことは実践してみようと思った。

▶車いすで段差などを体験してみると大変なことを実感できたし、歩道などで自転車
が車いすの人にとって危険だということが分かったので普段から邪魔にならない
ように心がけようと思った。

手話の体験

生活便利グッズの紹介

車いすの方のお話アイマスクをつけてガイドヘルプ体験視覚障がい者の方のお話

車いす体験
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℡03-5662-7671（公財）えどがわボランティアセンターこのページのお問い合せ先

区民まつりのボランティアセンターの
ブースご来場ありがとうございました
　10月12日に「第48回江戸川区民まつり」が開催されました。当日、
ボランティアセンターのブースでは「バルーンコーナー」と「手話体験
コーナー」にたくさんの方々に来ていただきました。
　「バルーンコーナー」は行列ができるくらい盛況でした。「手話体験
コーナー」も小さいお子さんから高齢者まで多くの皆さんでにぎわ
いました。ボランティア及びご来場の皆様ありがとうございました。

｠希望の家に「布絵の会・せいしん」が布絵の作品を寄贈
ここでも
ボラン
ティア①

｠緑伸会が江戸川河川敷で清掃活動を実施
ここでも
ボラン
ティア②

　9月30日にボランティアグループの「布絵の会・せい
しん」（代表：鈴木久子さん）が江戸川区立希望の家に
布絵（布やフェルトを使って作った布の作品）をプレゼ
ントしました。
　以前から心を込めて作っていた布絵をたくさん入
所者のために届けていただきました。
　どれも手作りで色鮮やかな作品に、入所者はもちろ
ん、施設の職員の皆さんにもたいへん喜んでいただき
ました。

　10月18日（土）に江戸川河川敷で、「緑伸会」（代表：
工藤芳朗さん）の主催で清掃活動が行われました。　
　緑伸会は今まで街に花や緑を増やし、同時に清掃活
動を長年続けてきました。
　昨年に引き続き小岩第二中学校の生徒約120名が
参加し、小岩警察署、ナイスともがら、㈱ジェイコム東
京江戸川局、大塚製薬㈱、明治安田生命、えどがわ環境
財団、江戸川区の協力のもと開催されました。

　江戸川病院前土手～小岩菖蒲園まで約1時間かけ
て清掃し、清掃活動後に「あおぞら環境学習」を実施し
ました。
　緑伸会の工藤代表は、「これからも皆さんと力を合
わせてできる限り清掃活動を続けていきたい」と話し
ていました。

みんなでゴミ拾い

「あおぞら環境学習」
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「ボランティアセンターだより」配付ボランティア募集
１　内　容 … 出来上がったボランティアセンターだよりを当センター（グリーンパレス）まで取りに来ていた

だき、各町会の担当の方にお届けいただくボランティア活動です。
２　日　時 … 奇数月の第4火曜日に発行

（今年度は、8年1月27日、3月24日、毎年5月、7月、9月、11月、1月、3月の下旬）
３　エリア … 南小岩、西小岩、北小岩、北葛西、船堀、平井、小松川など

（詳しくはお問い合わせくだい。）
４　交通費 … 支給なし 　５　連絡先 … ボランティアセンター　TEL5662－7671

ボランティアさん募集情報 　募集情報の掲載を希望される施設や団体の方は、
ボランティアセンターまでご連絡ください。
TEL 03-5662-7671／FAX 03-3653-0740

　10月27日に日本で初めて行われるデフリンピック（聴覚障がい者
アスリートの国際スポーツ大会）のＰＲのために、全国巡回キャラバン
カーが到着するにあたり、一般社団法人江戸川ろう者協会と大勢の
ボランティアの方の協力により、江戸川区役所本庁舎前でイベントが
開催されました。
　イベントに久住呂文華さん、國島佳純さん（女子サッカー）、長谷山
優美さん（女子バレーボール）が参加し、トークショーやサイン会を行い
ました。
　キャラバンカーは東京で一番に江戸川区に来て次の区へ向かいました。

東京 2025 デフリンピックキャラバンカー出発式

ボランティア団体登録数

（令和7年10月末現在）

登録団体数：163団体 
登録人数：3,431人

ボランティアの振興に、有効に使わせていただきます

●使用済み切手  受領：47件/9.8Kg

9月・10月分

くじゅうろ

「火災予防フェア」にボランティアの方々が参加
　11月3日に大島小松川公園で江戸川消防署
主催による「火災予防フェア」が開催されま
した。当センターのブースでは、ボランティアの
皆さんが来場者に手話などを教えたり、障が
いに関するマークのクイズを実施しました。
スタンプラリーでは“えどボラちゃん”がシール
で登場して大活躍でした。今後、1月に「防災
フェア」と3月に「春の火災予防フェア」が開催
される予定です。
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工藤芳朗理事長が区政功労者表彰を受賞工藤芳朗理事長が区政功労者表彰を受賞

　「区政功労者表彰」は、長年にわたり区政に貢献し、区民の生活と文化
の向上に尽くされた方の功績をたたえるものです。今年度は57名の方々
が受賞され、10月31日にタワーホール船堀で表彰式が行われました。
　公益財団法人えどがわボランティアセンターの工藤芳朗理事長は、
「公益に関し功労顕著な方」ということで今回表彰されました。
　工藤理事長は、昭和45年から「ゆたかな心、地に緑」の標語のもと、江
戸川区の緑化推進に半世紀以上携わっています。
　工藤理事長が代表をしているボランティア団体の「緑伸会」は地元中
学生と河川敷の清掃活動、地元商店街への支援、区の各種まつり・イベ
ントへの参加を実践しています。これらの功績から「みどりの愛護国土
交通大臣表彰」、「江戸川区景観まちづくり活動部門表彰」を受賞して
います。
　また、平成24年度から江戸川区ボランティアセンターの理事に参画、令和6年6月から公益財団法人えどがわボ
ランティアセンター理事長に就任し、ボランティアの育成・支援、交流に尽力しています。

　江戸川区家庭教育サークル連絡会（代表：野﨑路子さん）は半世紀以上にわ
たって子育てに関するボランティア活動を行ってきました。これまで母親を孤立
させないことを目指した居場所づくりの取り組みとして「親子キッズランド」を実
施してきました。この度、11月7日に船堀コミュニティ会館で、家庭教育セミナー
を開催しました。今回、国立音楽大学の林浩子教授を講師にお招きして、絵本が
子育てに与える影響などについてお話しいただきました。

令和７年度家庭教育セミナー 
「心を育てる、絵本の魅力」を開催

えどがわボランティアセンターの
マスコットキャラクターを公認しました！
えどがわボランティアセンターの

マスコットキャラクターを公認しました！
　ボランティアセンターやボランティア活動が身近に
感じられ、親しみやすくしていくため、これから様々な
場面で登場します。

【プロフィール】
＜名前＞ えどボラちゃん　　＜年齢＞ 秘密
＜好きな食べもの＞ 何でもよく食べます
＜好きな言葉＞ 「ボランティアしてみませんか？」
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